
第20回2024年度日本人会ゴルフ部シニアチャンピオン戦 注意事項  
日本人会ゴルフ部委員会  

1. ルールとマナーを遵守し、速やかなプレーを心がけること。 
* OK の強要をしてはならないが、不必要なプレーはできるだけ避けること。  

2. 競技方法は、18ホールマッチプレートーナメント方式とする。 使用ティーは白とす
る。 

3. 18ホールで決着がつかない場合は、Aコース1番からのサドンデスプレーオフとす
る。  

     * スタート時間はゴルフ場との調整後になる。 
       (B コースやDコース10 番からもありうる)  

4. 勝敗が決着したプレーヤーとの対戦者は、その時点でプレーを終了すること。  
     * 但し、勝者は未決着の組の審判として同行すること。  

5. スタート順は、トーナメント表の左から4人ずつの組とする。  

6. ティーショットおよびパットの順番 
     (ア)前半の9ホールは、その組の予選順位上位者とその対戦相手が先に行う 
     (イ)後半の9ホールは、その逆とする。 
　　ティーショット以降のグリーンオンまでは、(ア)、(イ)に関係なくグリーンから遠い

順に打つ。  

7. 違反行為(ストロークプレーでの2打罰)があった場合は、そのホールは負けとなる。 
* 2人同時に誤球した場合、先にしたほうが負け。不明の場合はそのままプレーを続け
る。 《誤球などを避けるために、、、》 
* ボールの確認をスタート時に必ず行うこと。  

     * ボールの交換(ロスト、ウォーターハザード、OB 等による)は、グループ内の人に確
認してもらってください。  

8. ルール等で疑義が発生した場合。 
(ア)基本的には、対戦相手と協議して決定すること。  

     (イ)意見の食い違いがある場合は、同組の他の2人のプレーヤーを交えて協議を行い決
定すること。  

           この場合、最終判断は同組のほかの2名のプレーヤーの内、ハンディキャップ上
位者が決定する。  

以上 


